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研究成果の概要 

本年度は、人間と AI エージェントが共同で議論を行うハイパーデモクラシーシステムの社会実

験を複数実施した。論文[Nomura2024]では、役割の異なる AI エージェントと人が協力するブレイ

ンストーミングで、アイデアやトピックの数と多様性が向上することを示した。[Mori2024]では DQI を

基にした議論の質評価指標を社会科学グループとの密な連携によって開発し、LLM による自動

判定を実現した。また、社会選択アルゴリズムの国際競技会 COMPSOC を IJCAI2024 で開催し、

多数の国際チームが参加した。COMPSOC では、参加者は、仮想投票者の満足する投票方式自

体を競わせる。多数の国際チームが参加し盛況であった。佐賀市の市民参加型ワークショップで

は、対面の議論において結果を用いて議論内容を構造化し、仮想市民エージェントが意見を述べ

るシステムを開発・実証。これがアーバンデータチャレンジ 2024 の最優秀賞を受賞し、名古屋市・

小田原市等にも展開された。社協による困窮者支援のための助け合いネットワーク構築のため協

働マッチングの可能性を LLMが提案するシステムを開発した[Hashimoto 2025]。インドネシアにお

いて、複数の機関で 300～500 名規模国際社会実験を実施した[Ito2024]。ここでは異なる能力を

持つ AI エージェントの議論支援に基づいた議論社会実験をインドネシアで主に行った。４つの社

会実験において、AI エージェントとの議論によって、人間の意見に変容があった点や、AI エージ

ェントの意見に実際に合意をしているケースを得ることができ、AIエージェントが議論に加わる意義

を見出すことができた。一方、AI 同士の自律的な議論が人間の参加を阻害する課題も見出された。

また、本研究グループが中心となって、国際会議 PRICAI2024/PRIMA2024 を開催し大盛況であ

った。 
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